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文

「水と緑」の潤い温れた素晴らしい自然環境に育まれた徳島市

には、古来、幾千年もの歳月を経て埋まり絶えた文化遺産
・
が数

多く散在しております。

近年の諸開発事業の増加は、おびただしい数の発掘調査を生

み出しています。徳島市におきましても、貴重な文化遺産の一

端を発掘調査する機会に際しては、多大な成果をおさめておりま

す。

今回、調査成果の一部を報告書として刊行する運びとなりま

した。

本書刊行におきましては、埋蔵文化財に対する理解を深めて

いただくと共に、文化財の保護、保存、活用の一助となれば 、

幸甚に存じます。

最後に、発掘調査を実施するにあたり、関係者諸氏に多大な

御配慮を戴いたことに深く感謝を申し上げます。

平成元年 3月 31日

徳島市教育委員会

教育長 久 木 吉 春
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急、発掘調査の内、 2遺跡 3件の発掘調査についての概要報告である。

2.本書の対象となった遺跡名 。調査地は次の通 りである。

3.発掘調査は、徳島市教育委員会が主体 となり、本書に係る経費は徳島市教育委員会が

負担した。

4.本書は、徳島市教育委員会社会教育課主事勝浦康守を編集責任者とし、執筆は、同課
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5。 出土遺物、図面、写真等の整理、報告書作成に係る作業は、一山、三宅 (勝浦が行っ

た。このほかに、資料の整理には、多くの調査員並びに調査補助員の支援を得た。

6.発掘調査に伴う日誌、図面、写真、台帳、出土遺物は徳島市教育委員会が保管する。
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土早

遺跡の立地 と歴史的環境
1.名 東 遣 跡 (第 1図 )  。

名東遺跡は徳島市名東町に所在し、吉野川の一支流である鮎喰川水系の旧河川が形成し

た沖積微高地上に位置する縄文時代晩期～江戸時代に至る複合遺跡である。  _
近年の発掘調査の成果により、周辺部の歴史が縄文時代晩期にまで遡 り得ることが明確

となっている。

弥生時代においては、集落の中核的存在を成す住居跡等の生活諸遺構の時間的・空間的

拡が りは、現段階では明確でない。しかしながら、最近の発掘調査では、方形周溝墓の検

出例が著しく、当時の墓制、祭祀形態、墓域空間の拡がりが捉えられようとしている。ま

た、昭和62～ 63年の名東町 2丁 目・天理教国名大教会神殿建設工事に伴う発掘調査におけ

る、扁平鉦式 6区画袈裟欅文銅鐸の発見はまだ記憶に新 しい。

古墳時代には、名東遺跡を眼下に望む標高 130mの眉山丘陵尾根上に、全長60m、 前方

部幅 15m、 後円部径30mの積石塚の前方後円墳としては全国―の規模を誇る八人塚古墳を

はじめ、節句山 1・ 2号墳、さらに、後期古墳の代表とされる穴不動古墳など「名東古墳

群」と称される古墳群が造営される。これら古墳群の築造集団の平地部での活動展開は,

名東遺跡では把握されず、今後の調査に期待されるところである。

奈良時代以降、名東廃寺 。名東郡衛が知られているが、これらは文献資料に記載されて

おらず、考古学的に命名されている寺院跡 。郡衛跡である。その所在及び性格に関しては、

不明瞭である。また、昭和 61年、名東町大浦において密教法具の鋳型が発見されている。

文献資料における「名東」という地名は、『延喜式』の「民部式 (九條本 )」 に、阿波國

九郡の一郡としての「名東」 (ナ ヒムカシ)が見られる。さらに、『類衆三代格』巻第七

・郡司事には、「太政官符。應下省二名東郡
=帳
一員_置中名西郡_吏。古得二阿波國鮮_

俗。名西郡司鮮俗。名東名西二箇郡元篤_一部_之時置_件職二員_。 而依_大政官去寛

平八年九月五日荏旨_。 分篤_雨郡_。 七箇郷篤_名東郡_。 ………・昌泰元年七月十七日。」

とあり、寛平八年 (898年 )九 月五日の名東郡設置の調事が見られる。この『類衆三代格』

においては、「名東」を (ナ カタノヒガシ)と していることから、『和名類衆抄』巻第九・

阿波國第百二十一の「名方東郡」に地名としての初見を求めることができる。また、平安
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時代末期、三条実房の日記である『愚味記』
。仁安二年冬巻裏文書の「久安二年七月十一日、

問註河人成俊等申詞記」の守房の詞に、「以成俊申詞問守房之処、申伝…焼失之在家二宇 ヵ

宅主ハ名東御庄寄人也、依逃去、其内財物為自彼御庄沙汰、運置他所之後,為成俊被焼失

候也卜申」とあり、名東地域は郡名を庄とする広域庄園とされた。しかも、
『高山寺文書』・

安楽寿院領等庄園目録案に「阿波国名東」とあり、「名東庄」は院の御領とされる。

「名東庄」の存続期間については釈然としないが、『安楽寿院古文書』 「庄々所済日言己」

康和二年十月二十一 日に「名東<米三百八十二石九斗、檜皮三百五十、田百五丁二反廿一

日立券>」 の立券記事が見られ、以後、『三本文書』の「義興譲状」正平二十五年四月二十

六日には、「ゆつ りわたす阿波国名東庄内十四条郷御領職事」とあり,当庄の領家職は分割

されて在地武士の所有領となっていたとされるが、南北朝動乱期に至ってもなお庄園とし

て存立していたとされる (註 1)。

昭和63年、名東町 2丁 目・県営名東団地建替工事に伴う発掘調査 (第 4次 )では、調査

地周辺が庄園遺跡としての性格を有するとの報告がある (註 2)。

近年、名東地域は諸開発事業による景観変化が著しく進んでいるが、現在にお
いても水

田耕作地が広 くみられ、中
。近世以降の農村集落的な様相をとどめている。

2.矢 野 遺 跡 (第 1図 )

矢野遺跡は徳島市国府町矢野字溝添の四国電力国府変電所を中心に展開し、吉野川の一

支流である鮎喰川の旧河川により形成された海抜約 10 nl前後の沖積微高地上に立地し、鮎

喰川水系文化圏を構成する弥生時代～平安時代に至る複合遺跡であり、四国電力の国府変

電所地区及びその周辺部 (よ つまた地区)と 国府養護学校地区 (矢野松本遺跡)で緊急調

査が実施されている。

国府変電所地区及び周辺部で検出された弥生時代の竪穴住居跡等の生活諸遺構につ
いて

は,矢野遺跡の集落構成の中心を成すものであり、現状では出土遺物等より弥生時代前期

後半 (中期中心)以降に比定され、南北に長い集落の存在が想定される。なお、国府変電

所の北北東約 500mに位置し、弥生時代中期の竪穴住居跡等が検出されている国府養護学

校地区との空間的拡がり (同一遺跡として把握するかどうか)については、現段階では不

明確である。

古墳時代には、国府変電所地区に竪穴住居跡の一部などが確認されている程度であり、

今後の調査成果が期待される。

歴史時代 (奈良時代以降)に は、国府変電所地区の西端では
′、国分寺と国分尼寺を結ん
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第 1図 徳島市遺跡分布図 (国土地理院発行 5万分の 1図幅「徳島」、「り‖島」使用 )
1 奥谷 2号墳 2 奥谷1号墳 3.宮谷古墳 4.節句山古墳群 5.穴不動古墳 6
八人塚古墳 7.源田銅鐸・銅剣出土地 8 星河内美田銅鐸出土地 9.安都真銅鐸出土地



だ道路の可能性を有する遺構なども検出されている。

「矢野」の地名は、戦国期の天文21年 (1552年 )11月 7日 の吉野川流域に′点在する19寺院

の修験者が喧嘩口論の停止等の 7ケ条の法度を定めた『念行者修験道定文』に「矢野千秋

房」という寺院名にみられるのが初見とされる (註 3)。 また。、国府変電所の南西側の丘

陵先端部に位置する中世の城郭である矢野城跡は矢野氏の居城 とされており、地名等の起

源もそのへんに存在すると思われる。

なお、矢野丘陵の歴史的背景を考える上からもヴ鮎喰川西岸を中心とした沖積平野及び

周辺丘陵の主要な遺跡について概略的にみておきたい。

縄文時代には、鮎喰川東岸の南佐古浄水場遺跡 (三谷遺跡)。 庄遺跡一蔵本団地地区一

等から後期の土器片、南庄遺跡 。名東遺跡一天理教国名大教会地区一
。庄遺跡一南佐古・

鮎喰線地区一等から晩期の土器片が検出されている程度であり、鮎喰川西岸においては、現

状では、該時代の明瞭な遺構・遺物は発見されていない。

弥生時代の重要な遺跡として、農耕祭祀 との関連が強いといわれる銅鐸・銅剣出土地の

源田遺跡があり、国府変電所の南約 1.7kmの溜池西岸の傾斜面で、海抜約30mに 立地し、

6区画袈裟欅文銅鐸 3個 と中細形銅剣 1口 が伴出している。

古墳時代になると、鮎喰川東岸の南庄遺跡一南庄
。南佐古線地区一や庄遺跡一南庄町 4

丁目地区―・鮎喰遺跡等で竪穴住居跡等が確認されているが、集落の時間的・空間的拡が

りについては、今後の調査の成果が待たれる。

古墳については、沖積平野上に立地する古墳は現状では皆無であり、平野部に続 く丘陵

一帯に多数築造されている。鮎喰川西岸では、国府町西矢野の気延山古墳群の中心的古墳

としての奥谷 1・ 2号墳、宮谷古墳、矢野古墳 (県指定史跡 )な どが築造されている。

奥谷 1号墳は全長約50mの 前方後方墳で、内部主体については不明であるが、裾部に埴

輪列を有し、墳丘の形態や埴輪の製作年代・(川 西分類 H期 )な どにより、 4世紀後半に比

定され_八 人塚古墳に後続するものと考えられている (註 4)。

奥谷 2号墳は気延山の東方、海抜約120mの尾根上に立地する全長約18mの積石塚で、前

方後円墳の形状を呈し、内部主体には竪穴式石室 2・ 箱式石棺 1があり、墳丘の形態・竪

穴式石室の構造及び出土遺物などにより4世紀前半の年代が上し定され,、 奥谷 1号墳に先行

するものと思われる (註 5)。

宮谷古墳は全長約40mの前方後円墳で,開墾のため後円部が一部削平され、内部主体・

出土遺物ともに不明であるが、4世紀後半から5世紀初鎖の年代が与えられている(註 6。 )
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矢野古墳は平野部との比高差約10mの直径約15m。 高さ約3mの円墳で、内音,主体は約

30mの両袖を有する全長約8mの横穴式石室であり、 6世紀末～7 紀初専2年代が比定

され、穴不動古墳より若千古 く位置づけられる (註 7)。

歴史時代になると、鮎喰川下流域西岸一帯を中心に、阿波国分寺跡“阿波国府跡・阿波

国分尼寺跡 (石井町)な どが展開する。

阿波国分寺跡は国府変電所の南約 8oO mの 海抜約1l m前後に立地する四国霊場第15番札

所の現国分寺を中心に展開し、昭和53年度からの 3次にわたる発掘調査等により寺域の東・

西 。南・北限の一部確認、中心伽藍の一部などが検出されている (註 8)。

阿波国分尼寺跡は国府変電所の北北西約 500mの海抜約10m前後に立地している。昭和

｀ 45・ 46年度の発掘調査により、金堂・北門・築地・溝等の遺構が検出され、寺域は 158m

(天平尺 1町半 )四方で、伽藍中軸線は真北から西へ約H度メ、れ、条里地割 とほぼ一致し、

金堂跡は東西 (桁行 )約 28m。 南北 (梁行 )約 18mで、凝灰岩の敷石や地覆石の地盤の一

部などが検出されている (註 9)。

阿波国府跡は国府変電所の北東約 1.3kmの 海抜約 7m前後の沖積微高地上に立地する「大

御和神社」を中心に展開したといわれ、昭和57年度より継続調査が実施されているが、最

近の調査により、平安時代以降に比定される大規模な掘立柱建物・溝・塀
。井戸等の遺構

とともに石帯や「政所」の墨書土器 (土師器皿)・ 緑釉陶器等の出土遺物が検出され、大

御和神社より更に西方 (国府変電所より北東約 600m付近に阿波国府の国衛等が展開して

いた可能性を有しており、注目されている。 (註 10)。

(註 )

註 1.「角川日本地名大事典」編纂委員会『角川日本地名大事典』 36、 徳島県、東京、1986

年。

註 2.徳島県教育委員会『名東遺跡 (天神地区)現地説明会資料』1988年。

註 3.註 1に 同。

註 4.天羽 利夫「阿波忌部の考古学的研究」、『徳島県博物館紀要』、第 9集 、徳島、1978

年。

川西 宏幸「円筒埴輪総論」、『考古学雑誌』、第64巻第 2号、東京、1978年。

註 5。 一山  典「徳島県奥谷 2号墳」、『
´
日本考古学年報』33(1980年度版 )、 東京、1983年。

言主6. 言主4に F司

註 7.天羽 利夫「終末期の古墳二基一穴不動古墳・矢野の横穴式石室古墳一」、『徳島県
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博物館報』NQ14.、 徳島、1972年。

註 8.天羽 利夫 。一山  典「第二 阿波国分寺」 『新修国分寺の研究』第 5巻 南

海道、東京、1987年。

註 9.田辺 征夫・松永 住美「第二 阿波 二 国分尼寺」、『新修国分寺の研究』第 5

巻上 南海道、東京、1987年。

註10.天羽 利夫 。一山  典「第二 阿波 三 国府」、『新修国分寺の研究』第 5巻上

南海道、東京、1987年。

徳島市教育委員会編『徳島市埋蔵文化財発掘調査報告書第17集・阿波国府跡第 6次

調査概報-1987年 度―』、徳島、1988年。
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住宅開発に伴う名東遺跡発掘調査概要
―徳島市名東町 1丁 目60番地―

1.調査に至 る経緯 と経過 (第 1図 )

調査地は周知の遺跡である「名東遺跡」の南東域に位置し、今回の調査地に西接する地

点で、昭和57年度 。宅地造成に伴う発掘調査が実施されている。昭和57年度の調査では、

弥生時代～江戸時代に至る遺構 。遺物が検出されている (註 1)。 その為,周辺部への拡が

りは明確なものとされ、住宅開発を計画した株式会社ゲンボクと徳島市教育委員会との間

での協議の結果,開発申請地を全対象とする事前の発掘調査を実施することで合意に至っ

た:徳島市教育委員会は、「名東遺跡発掘調査委員会」(委員長 田中 良平)を組織し調

査にあたった。

調査は、現代水田耕土を重機掘削により除去し、以下、人力掘削により進行させた。今

回の調査では,現代水田耕土層下約30Cmの黄色シルト層上面で弥生時代～江戸時代に至る

遺構 。遺物を重複して検出している。なお,調査成果の一部は、第 7回埋蔵文化財資料展

「阿波を掘る」において出土遺物の公開展示を行い、また、『徳島市史だより』に調査成果

の一部を紹介している (註 2)。

2.調 査 概 要

調査地周辺の標高は、T.P+7mを 測る。今回の調査では、現代水田耕土層下約30cm

の黄色シルト層上面で弥生時代～江戸時代に至る掘立柱建物 5棟・棚 4基・井戸 1基の他,、

多数の土ナ廣・土ナ廣墓・ピットを検出している。以下、主な遺構 。遺物について概略する。

3.検 出遺構・ 出土遺物

i)掘立柱建物 (第 2ヽ図 )

掘立柱建物 S BOI(図 版 1)

桁行 3間 。梁行 2間の東西棟建物であるが、北西隅柱が検出されておらず、削平の可能

性も考えられないとすれば、当初より存在しなかったと思われ、桁行 2問 。梁行 2間の長

方形の平面を持つ建物の西妻南側に桁行 1間・梁行 1間分が付設された建物であるとも考

えられる。柱間寸法は、桁行東側より、 2.1・ 2.3・ 2.2m、 梁行北側より 1.8・ 2.lmで
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ある。掘形は、径25～ 30Cmの不整円形を呈し、深さは30～ 40cmである。柱配置 。柱間寸法

にばらつきが見られる。

掘立柱建物 S B02(図 版 1)

桁行 4間 ・梁行 2間の東西棟建物であるが、南側に 2間分だけ柱筋を揃えている柱穴が

検出されており、南庇を構成するものと考えられる。柱問寸法は桁行東側より、2.0・ 2.2・

2.1・ 2.2m、 梁行は、2.lm等間である。掘形は径30～ 50Cmの不整長円形もしくは不整円形

を呈し、深さは20～ 40cmである。身舎内部に、桁梁行方向に柱筋を揃えた 6個の柱穴が検

出されている。身舎内部の間仕切 りに関する柱であろうか。柱配置 。柱間寸法は、比較的

統一性を持つ。掘立柱建物 S B01の梁側柱と柱筋を揃えている (第 3図 )。

掘立柱建物 S B03

調査地区内で、桁行 1間・梁行 2間 を検出しており、西側へ広がる東西棟建物であろう。

柱間寸法は桁行 1.6m、 梁行は、1.8m等間である。掘形は径20～ 30cmの不整円形で深さは

10～ 20cmである。

掘立柱建物 S B04

桁行 3間・梁行 2間の東西棟建物であるが、東側妻柱が検出されず桁行 2間・梁行 2問

の正方形を呈する建物の東側に 1間 × 1間が付設された建物であろうか。柱間寸法は桁行

東側より、 2.5。 2.1・ 2.lm、 梁行北側より 2.1・ 1.8mである。掘形は径20～ 30Cmの不整円

形であり、深さは10～ 20cmである。          
′

掘立柱建物 S B05(図版 1)

桁行 4間・梁行 2間の東西棟建物である。柱間寸法は桁行東側より、3.6・ 2.0・ 2.1・ 2.3m、

梁行北側より 2.2・ 2.lmで ある。掘形は径30～ 40cmの不整円形である、深さは15～ 20Cmで

ある。身合柱列、東側より1間分の柱間隔が過大である。身舎内部の空間使用法によるも

のであろうか。柱配置・柱間寸法のばらつきが甚だしく極めて精度の低い建物である。

‖)柵 (第 2図 )

柵 S AOI

3間分が検出された。掘形は径30～ 40cmの不整円形であり、深さは10～ 20Cmである。柱

問寸法は東側より、2.0。 2.1・ 2.lmである。北 1員1へ伸びて建物になる可能性がある。

柵 S A02

2問分が検出された。柱間寸法は北側より、1.200.7mで ある。掘形は一辺40cmの長方

形を呈し、深さは20cmで ある。
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柵 S A03

2間分が検出された。柱問寸法は東側より、2.4・,2.3mである。掘形は径30～ 35Cmの不

整楕円形であり、深さは10～ 20cmである。掘立柱建物 S B02に 伴う棚と考えられる。

柵 S A04

束西 2間、南北 3間分検出しているが、南北 3問分は、柱間寸法から連続するものとは

思えない。柱間寸法は東西棚 2.2m等 問,南北棚 2ilm等 間の断絶する棚である。掘形は

径25～ 30cmの不整円形であり、深さは20～ 25Cmで ある。全体として「 L」 字型を呈し、区

画内に土墳墓がみられることから、墓に対する日隠し塀的な機能を果たしたものであろう

か。

loピ ット(第 2・ 4・ 5図 :図版 5。 8)

Pit O!    i

径20cmの不整円形を呈し、深さ20cmである。出土遺物には瓦器椀 (1・ 3・ 4)土師器

小皿 (7～ 9).・ 土師器鍋 (16)が ある。瓦器椀 1・ 3・ 4は 、口径13～ 1 5Cmの いずれも

内外面にヘラミガキが施される。外面ヘラミガキは単発的に施される感が強いが 、椀 3に

は波状 ミガキの崩れた形態のヘラミガキが残る。

Pit 02

径25Cmの不整楕円形を呈 し、深さ15Cmで ある。出土遺物には瓦器椀 (2)がある。口径

13,7cm、 内外面共にヘラミガキが施される。

Pit 03

径20cmの 円形を呈し、深さ10cmで ある。出土遺物には瓦器椀 (5)が ある 。口径15.7cm、

器高 5.3Cm、 高台径 4.4Cm、 外面ヘラミガキは施されない。内面体部は横位の ヘラミガキ、

見込み部に斜格子暗文が施される。

Pit 04

径20cmの円形を呈し、深さ 5 Cmである。出土遺物には瓦器椀 (6)が ある。内外面ヘラ

ミガキが施されており、胎土が黄橙色を呈す。瓦器椀の未製品であろうか。炭素吸着処理

が全 く施されていない。

Pit 05

径25Cmの不整楕円形を呈 し、深さ20cmである。土師器小皿 (10)が 出土している。

Pit 06

径20cmの不整円形を呈し、深さ10cmで ぁる。土師器小皿 (11)が 出土している。
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'Pit 9:

径30ёmの 円形を呈 し、深さ15Cmで ある。土師器大皿 (14)が 出土 している。

Pit 08

径20cmの 円形を呈し、深さ10Cmで ぁる。土師器羽釜 (17)が出土している。

Pit 09

-辺 30Cmの方形を呈し、深さ10Cmで ぁる。土師器小皿 (12)が出土している。

Pit 10

径35Cmの不整楕円形を呈し、深さ20cmで ある。土師器小皿 (13)が 出土している。

Pit ii

径30Cmの不整円形を呈し、深さ10Cmで ぁる。土師器羽釜 (15)が 出土している。

iv)溝 (第 2図 )

溝SD 01(図版 2)

調査地区西端で検出された幅 1.5m、 深さ80Cmを 測 り、溝西肩は、調査地外へ伸びる。

断面形が逆台_形 を呈するであろう南北溝である。埋土は明黄褐色系のシル トである。調査

地南西隅部で直曲するコーナー部を検出しており、条里溝の可能性がある。

出土遺物には、白磁碗 (18)・ 染付碗 (19～ 22・ 27)。 染付瓶 (24)・ 陶器皿 (23・ 25)。
′

陶器碗 (26)がある (第 5図 :図版 6・ 7)。

染付碗 19・ 23・ 27は 、「 くらわんか碗」であり、染付瓶24に は、水仙と若松文が施される。

溝SD 02

幅30cm.、 長さ 2.2m、 深さ10Cmの断面形が浅い皿状を呈する南北溝であるが、南北両端

で収束する。埋土は明黄褐色砂質シル トである。掘立柱建物 S B01・ 02に 伴う溝であろう

か 。

溝SD 03

幅 1.5～ 2m、 深さ20cmの 断面形が浅い皿状を呈する南北方向の溝であるが、途中で途

切れる形態を示す。埋土は黒色砂質シル トである。弥生土器片が出土している。

v)井戸 (第 2図 )             ヽ

井戸SE 01        1

長径 4.4m、 短径 3.6mの不整楕円形を呈する掘形の南部に、径 1.5mの石組を配置し、

その中央に径70Cm、 深さ50Cmの素掘 りの井筒が設けられる。石組は深さ 1.4mで
｀
上面が検

出され、井戸の埋め戻し時の閉塞石が見られる。石組の上方には井戸枠施設が見られない
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ことから、本来は素掘 りの井筒であったのだろうか。

出土遺物には、染付碗 (28～ 31・ 37・ 41～ 45)・ 染付蓋 (38～ 40)・ 染付皿 (46・ 47)・

白磁皿 (36)。 染付瓶 (32)・ 陶器燭台 (33)・ 陶器鉢 (34)・ 陶器蓋 (35)・がある (第

6・ 7図 :図版 6・ 7)。

染付蓋38は交叉草文、39は 、外面に牡丹唐草文が描かれ、内面天丼部にコンニャク印判

による五弁花が施される。40は 、外面に梅花文が描かれる。燭台33・ 鉢34は大谷焼.、 蓋35

は瀬戸焼である。18～ 19世紀代の国内産陶磁器である。

宙)土墳 (第 2図 )

土績 S KOl

長辺 2.7m、 短辺80Cm、 深さ20cmの長方形を呈する。埋土は黄褐色砂質シル トである。

土墳壁面は直立し,底面は平坦である。形状から土墳墓 と考えられる。

土績 S K02

長辺 1.2m、 短辺70cm、 深さ10cmの長方形を呈する。埋土はにぶい黄褐色砂質シル トで

ある。

土墳 S K03

長辺 2.5m、 短辺80Cm、 深さ20cmの長方形を呈する。埋土は褐色砂質シル トである。土

墳壁面は直立し、底面は平坦である。形状から土墳墓 と考えられる。

土墳 S K04

長辺 1.7m、 短辺90cm,深 さ10cmの長方形を呈する。埋土は黒色砂質シル トに黄色砂質

シル トがプロックで混在する。

土墳tS K05

長辺 2.3m、 短辺60Cm、 深さ20cmの長方形を呈する。埋土は明黄褐色砂質シル トである。

土墳壁面は直立し、底面は平坦である。形状から土墳墓 と考えられる。

土績 s K06

長辺 1.5m、 短辺50Cm、 深さ10cmの長方形を呈する。埋土は明黄褐色砂質シル トである。

土墳壁面は直立し、底面は平坦である。形状から土墳墓 と考えられる。

土墳 S K07

長辺 1.8m、 短辺70cm、 深さ20cmの長方形を呈する。埋土は明黄褐色砂質シル トである。

土墳壁面は直立し、底面は平坦である。形状から土墳墓 と考えられる。

土績 S K08
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調査地区内において、径50Cm.、 深さ50Cmの不整半円形を呈する。埋土は明黄褐色砂質シ

ル トである。調査地区外に拡がる。天目碗 (54)が出土している (第 8図 )。

土績 S K09

長辺 1.4m、 短辺 1.lm、 深さ10cmの長方形を呈する。埋土は明黄褐色砂質シル トであ

る。瓦器椀 (48)が 出土している。退化した断面三角形の高台をもち、内面見込み部に連

結輪状文が施される (第 8図 )。

土績 s K10

径80cm、 深さ 1.4mの円形を呈する。埋土は明黄褐色砂質シル トである。土師器小皿(50)

が出土している (第 8図 :図版 8)。

土墳 SK‖

長辺 3.5m、 短辺 1.lm、 深さ50cmの 長方形を呈する。埋土は灰白色シル ト ～ 極細砂

である。染付皿 (53・ 55)。 青磁碗 (57)。 陶器皿 (51・ 52)が出土している (第 8図 :

図版 8)。 陶器皿51・ 52は、 口縁部に炭化物が付着しており燈明皿と思われる。

土墳 s K12

調査地区内において、長辺 1.3m、 短辺 lm、 深さ20cmの不整長方形を呈する。埋土は

第 6図 井戸 S E01(28～ 34)出土遺物    1:2

-18-



G=≡

i:::::::::i::::::::口l「
■
::5

1こ`こ二:[::]][::i:F:「レ
1:6

久
Q
可＼

0                        1 0an

l:2
井戸 S E 01(35～ 47)出土遺物

イレ｀

第 7図

-19-



48

49

こ`ここ三三二三三三二三]IIIIIIII「「]′10

′
51

くて〔:[][[:::::::][:::::::::::'F′
:2

第 8図 土墳SK-08(54)、 SK-09(48)、
不明遺構 sX-01(49・ 58～ 60)、

‐

一

1:2

SK-10(50)、 SK-11(51～ 53・ 55・ 57)、 SK-12(56)

SX-02(61)出 土遺物

-20-



明黄褐色砂質シル トである。調査地区外に拡がる。

陶器碗 (56)が 出土している (第 8図 )。

宙i)不明遺構 (第 2図 )

不明遺構SX 01

調査地区内において、径 5mの半円形を呈し、

深さ 2.2mを 測る。埋土は上層と下層に大別でき

る。上層は黄褐色系のシル ト層であり周辺遺構の

埋土と同相であるが、下層は層厚 lmを 測る青灰

色シル ト質粘土～粘土層であり水成堆積を示し、

当初、水溜施設として機能していたものであろう

か 。

出土遺物には、東播系須恵器練鉢 (58～ 60)・

桃核がある (第 8図 :図版 2・ 5)練鉢58～ 60は 、

日縁端部を上下に拡張する玉縁状口縁を呈するが、

それ程発達 した形態ではない。

不明遺構 S X02

調査地区内において、長辺 1.2m、 短辺80cm、 深

さ10cmの不整長方形を呈する不明落ち込み遺構であ

る。土師器鍋(61)が出土 している(第 8図 :図版 5)。

4.小   結

今回の調査においては、平安時代末期～鎌倉時

代にかけての集落跡の一画を検出している。掘立

柱建物 5棟の時期設定は明確ではないが、周辺遺

構の出土遺物及び掘立柱建物を中心とする遺構の

拡がりから 2つのグルーピングが可能であろう。

1つは、掘立柱建物 S B01002の 2棟 を中心とす

る a群、他の 1つは、掘立柱建物 S B04・ 05を 中

心 とする b群である。掘立柱建物 S B03～ 05の周

辺部では、12世紀終末～13世紀初頭にかけての出

第 9図 出土遺物 (62～ 64)
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土遺物が検出されている。また、掘立柱建物 S B01・ 02では、13世紀前半以降の出土遺物

が検出されており、 b群→ a群への連続的な時期差がみられる。建物構造においては、 b

群は柱配置 。柱間寸法のばらつきが大きく非常に精度の低い建物群である。他方, a群は、

柱配置 :柱間寸法に比較的統一性が見られ,、 b群の建物と比較して進歩的な様相を示す。

また、建物配置において、 a・ b群は 2棟並立形態を示すが、 a群では両棟の柱筋を揃え

る意識的な並設企画が窮われる。さらに、時間的継続を考慮すれば、 b群→ a群への人的

移動の痕跡を示す可能性が考えられよう。

出土遺物は、瓦器椀・土師器小皿・土師器羽釜。東播系須恵器練鉢等の日常雑器類が主体

を成すが、量質共に極めて貧相である。瓦器椀・須恵器練鉢には畿内周辺地域からの搬入

土器がみられ、阿波国の一地方農村にまで、当時の商品流通経路が確保されていたと考え

られる。

また。、調査地において、点々と見られる土墳墓は中世農村集落における墓制形態を示す

好事例であろう。棚 S A04が、唯一、墓域と居住域 との境界を示す施設の可能性が考えられ

るが、居住空間に対する土墳墓の配置に意識的な境界区別はみられない。いわゆる「屋敷

墓」の形態を示すものであろう。屋敷墓の中心を11～ 12世紀に求める指摘があるが(註 3)、

今回の調査における土墳墓は時期的にやや下るものである。13世紀以降の集落が集村化し

ていく過程で墓地の形態も「集合墓」へと変化していくとされるが (註 4)、 この地域におけ

る集落は依然として散村形態をとっていたと考えられる。中世絵巻の『餓鬼草紙』・『六

道絵』の墓地風景から窺われる墓制 。葬送形態とは区別されるものであろう。

阿波国における中世遺構面の調査 。研究はとりわけ遅れた分野であり、多くの課題を残

しているのが現状とされる。

付記 )

今回の調査では、前述した遺構の他に、弥生土器の単独検出が数例みられる (第 9図 :

図版 4・ 8)。 その出土状況は明確な埋納状況を示すものとされた。ただ、その性格に関

しては当初,明確ではなかった。後年、この弥生土器の単独検出例は、名東町 2丁 目・天

理教国名大教会神殿建設工事に伴う発掘調査における方形周溝墓群及び周辺での土器埋納

の検出例により理解されるに至る。おそらく、今回の調査地もまた弥生時代の墓域 と考え

られよう。
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(註 )

註 1.一山 典「名東遺跡第二次調査概要」、『徳島市史だより』第9号 :、 徳島、1983年、

6～ 7PP。

註 2.勝浦康守「中世遺跡発掘調査の成果」、 『徳島市史だより』第13号、徳島1987年、

6～ 7PP。

註 3.勝田 至「中世の屋敷墓」、『史林』第71巻 第 3号、京都、1988年 、41～ 76PP。

註 4.藤澤典彦「中世墓地ノー ト」、『佛教藝術』182号、東京、1989年 、12～ 26PP。

参考文献に関しては名古屋市立美術館 竹葉 丈氏に御教示を頂いた。
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第 Ⅲ 章
名東西都市下水路築造工事に伴 う

名東遺跡発掘調査概要―昭和い 62年度―

1.調査に至 る経緯 と経過 (第 1図 )

徳島市名東町 2丁目における名東西都市下水路築造工事は、徳島市土本部下水道事務所

建設課が国補事業として、昭和60年度以来、継続的に計画 。実施している。工事区域が周

知の埋蔵文化財包蔵地である「名東遺跡」の西域部にあたるため、当初より、徳島市教育

委員会との協議において、事前の発掘調査を実施することで合意に達した。

昭和61・ 62年度の調査地は、「名東遺跡」の西端域にあたり、周辺地形図からも鮎喰川

の氾濫原ないしは、その隣接地であることが読み取れる。調査区域は、既設用水路及びア

スファルト舗装道路にあたり、幅 2～ 5m、 総延長は、240mに達する。下水道建設計画に

基づく鋼矢板の打設を待って攪乱部を重機により除去し、以後、人力掘削により調査を進

行させた。また、通行路の確保の為、覆鋼板設置箇所に関しては、立会調査に変更した。

調査は、層位的発掘調査を行うのが原則であるが、断面土層の観察を踏まえた結果、一

括掘削を行い最終遺構面での遺構検出に努めた。限られたトレンチ調査にもかかわらず、

調査 I・ H区では、鮎喰川水系の旧河道の埋没過程を堆積土層の観察から捉えることがで

き、また、調査地Ⅶ区では、当時、名東遺跡において初見とされた方形周溝墓を断片的に

ではあるが検出することができた。なお、調査成果の一部は、第 8回埋蔵文化財資料展「阿

波を掘る」において紹介した。

2.基本層序 (第 2図 )

調査地周辺の現地表面は、標高T.P+7.4mを 測る。調査地H～Ⅶ区における基本層序

は、第 1～ 6層に細分される。以下、上位より概説する。

第 1層 :淡黄色砂質シルト層で、層厚10～ 45Cmである。近世陶磁器を包含する。

第 2層 :明黄褐色シルト層で、層厚 5～ 15Cmである。上位でMn集積が顕著である。

中世土器片を包含し、水田遺構の耕土である。

第 3層 :黄褐色シルト層で、層厚10～ 25Cmである。上位で水田耕作に伴う攪拌部が見ら

れる。中世土器片を包含する。水田遺構の耕土である。

第 4層 :黒色シル ト層で、層厚10Cmである。
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第 3図 調査地 I区遺構配地図 ・ 断面土層模式図
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第 5層 :にぶい黄橙色砂質シルト層で、層厚10Cmである。ごく少量の弥生土器片を包含

する。

第 6層 :遺構検出のベースとなる黄色砂質シルト層である。調査地 I・ H・ Ⅷ 区では、

旧河道氾濫原にあたり、砂礫へ移化する。

3.検 出遺構・ 出土遺物

調査では、黄色シルト～粘土質シルト層 (第 6層 )上面で、弥生時代～江戸時代に至る

遺構 。遺物が検出された。以下、主な遺構・遺物について概略する。

i)旧河道 (第 3・ 4図 :図版 1・ 2)

調査地 IoH区において検出された鮎喰川水系の旧河道の一部である。幅36m、 深さ70

Cmを 測り、調査地 I区において左岸部、調査地H区において右岸部が検出された。左岸は、

0                         5m
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1.現代盛土
2.オ リープ褐色シルト層
3.暗褐色砂質シルト層
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5。 灰黄色砂礫混リシルト層

0

6.黄褐色砂質シルト層
7.褐灰色細砂～粗砂層

:三 再根1響稔雹経移[ιふ生換層

5m

第 4図  調査地 I区遺構平面図・断面土層模式図
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緩やかに傾斜するのに対し、右岸は、急激な落ち込みを見せる。この旧河道の断面形が示

すように、右岸河床部では砂礫のラミナ堆積が顕著に認められ、水流痕跡が窺われる。左

岸部は、調査地Ⅷ区(図版10)に砂礫層が見られることから、広域氾濫原を形成する。また、

右岸部には拳大程の河原礫が見られるが、調査地H区においては良質のシルト層が見られ

ることから氾濫原の形成は左岸ほど優勢ではない。旧河道埋没時期を示唆する出土遺物は

見られない。

‖)溝 S D01(第 5図 :図版 3)

調査地H区において検出された幅 lm、 深さ40cm、 断面形が深い皿状を呈する東西溝で

ある。出土遺物がなく時期に関しては卿明であるが、第 1層 を切り込むことから、近世遺

構の溝と考えられる:

0                       5m
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引
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:三 T琴響鍬昼ぶ薯)偏Wm埋J
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6。 黒褐色シルト層(S X 01埋土)
7.にぶい黄褐色シルト層(遺構埋土)
8.黄灰色砂礫混リシルト～黄色シルト層

(基本層序:第 6層 )
0

第 5図  調査地Ⅲ区遺構配置図・断面土層模式図

ToP+7.9m

■ P+7.4m
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面)溝 S D02(第 6～ 8・ 10016:図版 3・ 407・ 11

調査地Ⅳ～Ⅶ区において検出された南北溝である。幅

面形が逆台形状を呈する。埋土は、灰色礫混じリシルト

た旧農業用水路である。

出土遺物には、染付碗 (2～ 4・ 6～ 8・ 10・ 12・ 13

付中皿 (15。 16・ 22)・ 染付徳利 (11)。 白磁碗 (18・

がある。      (

≧

・ 12)

1.2～ 2m、 深さ60Cmを 測り断

である。工事直前まで残存してい

。17・ 19。 21)。 染付蓋(5)。 染

20)。 白磁蓋 (9)。青磁香炉(14)
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第 6図 調査地Ⅳ区遺構配置図・断面土層模式図
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碗 2・ 3の外面は型紙招による花文が施され、碗 19の外面には二重網目文が施される。

また、碗 8の外面底部には一重区画内に「福」字銘 (渦福 )、 碗 17の外面底部には、崩しが著

しく判読困難である「大明年製」(?)銘が見られる。碗 7・ 8。 10・ 12・ 14019は 、いわ

ゆる「くらわんか茶碗」であり、碗13は 「広東碗」である。徳利11は肩部に蛤唐草文、胴

部には松竹梅文が施される。

おおむね18～ 19世紀代の国内産磁器である。また、調査地Ⅳ区においては「寛永通費」

が出土している。

第 7図  井戸 S E01(1)、

-42-
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第 8図 溝 S D02(12～ 22)出土遺物
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市)溝 S D03(第 6・ 9図 :図版 3・ 15)

調査地Ⅳ区で検出された北東～南西方向

の溝である。幅 1.3m、 深さ30Cmを測り断

面形が逆台形状を呈する。埋土は、褐灰色

シルト (上層)と 黒褐色細砂混じリシルト

(下層)に大別できる。下層から須恵器郊蓋

(23)、 土師器不 (24)が出土している。

杯蓋23は 、口縁端部を丸くおさめ、外面

0

第 9図 溝S D 03(23024)出 土遺物
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第10図  調査地 V区遺構配置図・断面土層模式図
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体部から内全面に回転ナデ調整をうける。外面天丼部はヘラ切り未調整である。陶邑TK

209型式に相当する。

琢24は、底部から体部に丸味を持ち、口縁端部内面は段をもって傾斜する形態を示し飛

鳥・藤原の不C類にあだ
'る

。内面には正放射状暗文が施される。飛鳥・藤原地域の土器編

年「飛`鳥 I」 に相当する。

v)溝 S D04(第 10図 :図版 4)

調査 v区で検出された幅50Cm、 深さ20Cmを測り、断面形が浅い皿状を呈する東西溝であ

る。埋地は、褐色粘土質シルトである。

宙)溝 S D05(第 10～ 15図 :図版 4～ 6・ 13・ 14)

調査地V区で検出された幅 1.6m、 深さ60Cmを測り、断面形がU字形を呈する東西溝で

ある。埋土は、黒色シルト (上層)と 黄灰色シルト (下層)に 三分される。上層より弥生

土器壺 (25。 26)。 甕 (27～ 40042)・ 鉢 (41)・ 底部 (43～ 55)、 下層より、弥生土器壺

(56)・ 甕 (57)が出土している。

壺25・ 26は、頸部から屈曲して大きく外反する口縁部を持ち、口縁端部は面を成す。

甕は、口径15cm程の小型化したものがほとんどである。甕27・ 28・ 30031は 、口縁端部

を上方へつまみ上風に仕上げ、褻28・ 30・ 31の口縁端部には擬凹線が見られる。

甕32～ 40は 、日縁部が「く」の字状に外反し、日縁端部丸くおさめるもの (32～ 36)、

明確な端面を持たないもの (37～ 40)がある。甕32・ 34・ 37は 、いわゆる「口縁叩き出し

手法」 (註 1)に よるものである。

甕42は、体部が球形化する大型の甕である。日縁部は「く」の字状に外反し、口縁端部

はわずかにつまみ上風であり端面は面を成す。

甕36の叩き板の主軸方向は水平、甕42は 、右上りと右下りが交錯する。共に、叩きの後

に刷毛調整を受ける。鉢41は上げ底であり穿孔を受ける。

底部43～ 55は、平底の形態を残すが、底部48・ 54のように丸底化への兆しを示すものも

見られる。

壺56は 、頸部から大きく外反する口縁部をもち、口縁端部を上下に突出させる。『紫雲

出』の壺A2に あたる。日縁端面には、凹線文+竹管押捺円形浮文+箆描き沈線による斜格

子文を施す。頸部には、粗い刷毛調整後に箆描き沈線文が施され、その下位には、断面三

角形の貼付け刻目突帯を2条めぐらす。口縁部内面には、櫛描き直線文が施され、口縁部

直下に蓋受けの孔をあける。
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1:2

第‖図 溝 SD 05上層 (25～ 31)出土遺物
-46-



1:2
第12図  溝 SD05上層 (32～ 36)出 土遺物
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第13図  溝 SD05上層 (37～ 41)出土遺物
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1:2

第14図  溝 SD05上層 (42～ 55)出土遺物
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甕57は 、「く」の字状に屈曲する口縁部をもち、口縁部を上方に突出させる。『紫雲出』

)                        10Cm

第15図 溝 SD05下層 (56057)出土遺物
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第16図 調査地Ⅷ区 遺構配置図・断面上層模式図





o                                                             30cm

第17図 方形周溝墓 S X04(58～ 62)出土遺物





の甕2に あたる。日縁端面には凹線文を施す。外面上位 2/5は刷毛調整後、刺突列`点文
が施され、下位 3/5は縦方向のヘラミガキが施される。

前)溝 S D06(第 10図 :図版 4)

調査地V区で検出された幅70cm、 深さ20cmを測り、断面形が浅い皿状を呈する東西溝で

ある。埋土は、暗褐色砂質シルトである。

前i)溝 S D07(第 10図 :図版 4)

調査地V区で検出された幅80Cm、 深さ30cmを測り、断面形が逆台形を呈する東西溝であ

る。埋土は、にぶい黄褐色粘土質シルトである。

破)井戸 S EO!(第 7・ 16図 :図版 7)

調査地Ⅶ区で検出された平面形が不整円形を呈し、直経 1.5m、 深さ 1.6mを測る素掘

り井戸である。埋土は、灰白色～オリーブ灰色シルト～シルト質粘土である。

出土遺物には、染付碗 (1)がある。

x)方形周溝墓 S Xo4(第 16・ 17図 :図版 8・ 9015)

調査地Ⅶ区において検出された方形周溝墓である。調査地区内において、西溝と北溝の

一部が検出され、全容は明確ではないが、推定長辺10m、 短辺 7mの平面形が長方形を呈

し、幅 lm、 深さ60cmを 測る断面形がU字状を呈する周溝が巡らされるが、周溝は四隅で

途切れる。埋土は、黒色シルト (上層)と 黄灰色シルト (下層)に 三分される。下層より

弥生土器壺 (58・ 61・ 62)。 高ガ不 (59・ 60)・ 碧玉製管玉が出土している。

壺58は 、頸部はゆるやかに外反し凹線を1条配し、直立する口縁部を持つ。体部は、ソ

ロバン玉形を呈し、体部上半～下半への屈曲は鋭い。外面体部は縦横位のヘラミガキが施

され、体部下位に穿孔を受ける。

壺61は、頸部が直線的に斜め上方へ立ち上がり、凹線 1条 を配して口縁部にいたる。外

面体部上半は、刷毛調整後に櫛描簾条文 。円形竹管文・櫛描波状文・櫛描直線文・刺突列

点文が施され、外面体部下半は、縦横位のヘラミガキが施される。底部穿孔である。

壺62は 、頸部から大きく外半する口縁部をもち、口縁端部を上下に突出させる。日縁端

面には凹線文が施される。外面体部上位2/5は、刷毛調整後に刺突列点文、下位 3/5は縦
位のヘラミガキが施される。内面体部上位 2/5は 、刷毛調整、下位 3/5は縦位のヘラ

ケパリが施される。底部穿孔である。

高ネ59は 、メ部は皿形を呈する。不体部はゆるやかに立ち上がり、口縁部は短く垂直に

立ち上がる。『紫雲出』の高杯 B2に あたる。日縁端部直下に 1条の凹線を配し、わずかに
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端部を左右に肥厚させる。口縁端面は面取る。また、脚部裾端部を上方に拡張し、端面に

凹線が施される。外面は、縦横位のヘラミガキが施され、不底部は「円板充填法」(註 2)

による。底部穿孔である。

高琢60は椀形を呈する。琢部は斜め上方に立ち上がり凹線を1条配し、口縁部はやや内

弯気味に直立する。『紫雲出』の高杯 D2に あたる。脚部裾部を上下に振張し、端面に凹線

が巡る。外面は縦横位のヘラミガキが施され、脚柱部には箆描き沈線文が施される。ネ底

部は「円板充填法」による。底部穿孔である。

対)不明遺構 S XOi(第 5図 :図版 3)

調査地H区で一部が検出された幅 2.5m、 深さ70Cmを測り、断面形がU字状を呈する溝

状遺構である。調査地区内で一部を格出しており全容は明確ではないが、底部が急激に立

ち上がり収束する形態を示す。埋土は、黒色シルトである。出土遺物には、弥生土器片が

ある。

前)不明遺構 S X03(第 16図 :図版 7)

調査地Ⅶ区で一部が検出された幅 2m、 深さ20cmを測り、収束する形態を示す溝状遺構

である。埋土は、黄灰色粘土質シルトである。出土遺物には、弥生土器片がある。

4.小    結

名東西都市水路築造工事に伴う発掘調査は、名東遺跡の西域部を東西
。南北に延びるト

レンチ調査的な役割を果たしている。昭和61・ 62年度の調査においては、断片的であるが

貴重な成果を得ている。

徳島市域における方形周溝墓の検出例は、昭和57～ 58年の庄町 1丁 目・徳島大学蔵本団

地地区 (体育館地点)に おける発掘調査にみられる。しかし、当時、方形周溝墓としての

指摘はなされていない (註 3)。 調査地Ⅶ区で検出された方形周溝墓 S X04は 、部分検出に

とどまり、その形態は明確ではないが、土器がすべて穿孔を受けた供献状態の出土状況で

あることから、周溝墓としての可能性を当初より示唆した (註 4)。 同年、名東町2丁 目・

天理教国名大教会神殿建設工事に伴う発掘調査において、四隅が途切れる形態の方形周溝

墓が明確なものとなる。弥生時代の集落における墓域空間を考える上で貴重な検出例であ

る。

出土土器58～ 61は 周溝底部での一括資料である。高琢59・ 60は 『紫雲出』の諸型式に相

当する。壷58・ 61の頸部及び高不59・ 60の外部に施された凹線文はいずれも単条であり、

凹線文の簡略化が進行している状況を示すものであろうか。また、壺61に は、櫛描文様が
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多用されているが、全般的に無文化の傾向が強く窺われる。これからは後期 (畿内第V様

式)を指向 した中期 (畿内第Ⅳ様式)終末期の様相を示す資料であろうか。

調査地V区において検出された溝S D05は 、上層と下層の出土遺物の間に時期差が認め

られる。下層出土土器の壺56は 、頸部に貼付け突帯を持ち、口縁端面には凹線文+竹管押

捺円形浮文の装飾法が採られ、甕57に は、外面刷毛目+ヘラミガキが施され中期 (畿内第

Ⅲ～Ⅳ様式)の伝統をとどめる。上層出土土器は、調整手法・各細部の形態に後期 (畿内

第V様式)後半～終末の様相が強く窺われる。

現在、弥生土器に対する編年観は、畿内編年に立脚するものであり、当地域出土の弥生

土器に対する編年観は確定的であるとは言えない。今後、良好な層位的出土例を以て、弥

生時代の土器編年の確立が急がれる。

また、調査地Ⅳ区において検出された溝 S D03出土遺物は、6世紀終末～7世紀初頭に比

定される。この時期の遺物の検出状況は、名東遺跡においては稀薄であるが、今回の検出

例により、周辺部での存在が明確なものとされる。

調査地H・ Ⅲ区において検出された鮎喰川水系の旧河道は、その埋没時期に関しては明

確ではない。調査地における堆積土層の観察からではあるが、一つの可能性としての埋没

過程及び景観復原を試みる (第 3図 )。

旧河道下部に堆積する 9・ 21～ 23のにぶい黄色系の粘土質シルト層は、旧河道の泥炭あ

るいは、沼化に伴う埋積土と考えられる。鮎喰町 1丁 目。国府町和田～南岩延～不動西 。

本町等の鮎喰川沿岸部の旧河道の氾濫原地帯に同相の堆積土が認められることを考慮すれ

ば、氾濫原特有の堆積土である可能性が強い。この上位に堆積する11～ 20は 、土壊の理学

的反応 (Feの酸化没澱 。Mn汚染)を示す相互堆積層であり、潅漑水田耕土に特徴的に認め

られる (註 5)。 おそらく、旧河道の泥炭あるいは沼化は「水久保田」として、後世、水田

経営に関しては好条件を備えていたのであろう。現在においても、広く水田風景が見られ

ることからも、旧河道の氾濫原の土地利用は唯一、水田経営に限られていたと考えられる。

しかし、この地域における過去の水田経営は必ずしも安定していたものであるとは言えな

い。それを顕著に示しているのが、6～ 8の砂礫層の水田耕土への嵌入である、「洪水」

堆積層である (図版 1)。 洪水の水流方向は西方からのものであり、現在の鮎喰川の氾濫

であることを示すものであろう。

鮎喰川は、名西郡神山町奥屋敷に水源を発し、神山町上分～下分～神領～広野～徳島市

入田～一宮を経て、北方の吉野川に注ぐ。
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徳島藩藩祖蜂須賀家政は、天正十三年 (1585年 )、 7胃津城 (徳島城 )築城に際し、西名東

に大堤を築き鮎喰川を堰 き止め、流域を変更したとされる (註 6)。 いわゆる「蓬庵堤」 と

呼ばれる堤防は、この工事に伴 う築堤である。蜂須賀家政が手がけた一大事業は、蜂須

賀綱矩・宗員の治世の享保年間 (1716年 -1736年 )に は高崎～高浜間が完成にいたり、ほ

ぼ、現在の鮎喰川の景観を見るに至った。鮎喰川付替工事は、蜂須賀家政の徳島藩におけ

る政治 。経済効果を高めるための一事業であり、本来、底湿地帯とされた鮎喰川流域にお

いては自然地形に反するものとされている (註 7)。 その為、鮎喰川流域における洪水記録は

極めて多い。近世以降においては、元禄八年 (1695年 )の鮎喰川洪水をはじめ、毎年のよう

に鮎喰川氾濫の記事が見られる。特に、寛政二年 (1791年 )は 、東西両堤防の決壊に及ぶ

大洪水であったとされる (註 8)。

今回の調査でみられた洪水痕跡がいつの頃のものであるかは明確でないが、文献資料に

おける一事象を発掘調査により捉えることができたものであろう。今後 、文献資料 と考古

遺物の検出例 との対比において、周辺地域での土地利用形態及び景観復原がより明確なも

のになることが期イ寺される。

このように、原始～中
。近世に至る名東遺跡の様相に関しては、空白部ないしは、不明

瞭な部分が多すぎる感は否めない。名東遺跡に関する調査・研究は端を発したばかりであ

り、今後の周辺地域での調査には、大きな課題が残されている。

(註 )

註 1.都出 比呂志「古墳出現前夜の集団関係」、『考古学研究』第20巻第 4号、岡山、

1974年 、20～ 47P P。  、

註 2.佐原 員 「土器製作技術の変遷」、『紫雲出』、京都、1964年、116～ 130P P。

註 3.徳島県教育委員会『庄遺跡徳大蔵本団地 (体育館地点)地区発掘調査現地説明会資

料』では、第 3遺構面において「溝状遺構」として確認されている。

註 4.第 8回埋蔵文化財資料展『阿波を掘る』図録において報告。

註 5.八賀  晋「発掘調査からみた古代水田の土壌環境」、『地理』Vbl.28

NQ10、 東京、20～ 29P P。

註 6.石毛 賢之助『阿波史跡名勝案内』、徳島、1908年。

註 7.飯田 義資編 名東自治協会『名東郡史』、徳島、1960年。

註 8.徳島県史編纂委員会編『徳島県災異誌』、徳島、1962年。
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調査地Ⅱ区旧河道部断面土層  (北東より)
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調査地Ⅷ区南半全景  (南 より)
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溝 S D03(23・ 24)。 方形周溝墓 S X04(58～ 62)
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第 土早Ⅳ

市道 よつまた・せんだの木線改良

工事に伴 う矢野遺跡発掘調査概要

1.調査に至 る経緯 と経過

‐矢野遺跡は、多量の弥生土器の散布とその包含層が存在することで、昭和30年代よりす

でに周知され、遺跡としての重要性が指摘されていた (註 1)。 昭和51年 5月 、四国電力

国府変電所において鉄塔建設工事が行われる際、徳島県教育委員会文化課によって実施さ

れた第 1次発掘調査 (註 2)を 発端に、以後,数次にわたる調査が県教委文化課ならびに

徳島市教育委員会によって行われてきた。調査はいずれも開発事業に伴う緊急発掘調査で

あり、調査地′点は国府変電所内に集中した。これらの調査の結果、竪穴式住居跡をはじめ

とする遺構および遺物が多数検出され、調査が回を重ねるに従って、矢野遺跡が弥生時代

中期～後期を中心年代にもつ集落遺跡であることが明らかになってきた。

― ― ―
l

ヽ

卜
_“__「―――

¬
「

口~~T~~~~T~~」
10m

第 1図 調査区位置図

Ｌ
Ｉ

Ｉ
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SB,01

昭和62年度の徳島市の単独事業である市道よつまた 。せんだの木線6581号 改良工事に伴

い、耕地課 と市教委の協議において、矢野遺跡の重要性ならびに工事施行箇所が遺跡の中

心部にあたる可能1生があることなどから事前の発掘調査を実施することで合意に達 した。

調査地は、矢野字よつまた555-1はかの地先にあたり、国府変電所に南接および東接す

る位置にある。道路改良工事の概要は、幅員 2mの農道を4mに拡幅するものであり、今

回の調査対象箇所は全長で70mに 及んだ。そのため調査区は、東西および南北に長く延び

るトレンチ状の発掘調査となった (第 1図 。図版 2・ 図版11)。 調査にあたっては、便宜

上、前者を I区 、後者をH区 と呼称した。 I区は全長49m、 幅 2mの 98m2、 H区は全長21

m、 幅1.7mの 35,7m2でぁる。調査区内の区割は、調査区主軸に沿って4m間隔に杭を打ち、

I区は西から順にA区～L区 、H区は南から順にD区～S区 とした (第 2図 )。 調査は、

昭和63年 1月 11日 の重機による表土掘削に始まり、矢野遺跡の一角を占める遺構を検出し

て同年 2月 29日 に終了した。

2.調 査 の 概 要

:)基本層序 (図版 1)

調査地の現地目は水田および畑地であり、現地表面で標高 9.6mを 測る。 I区は東西49

mに及ぶため、調査区内の層序もまちまちである。調査の終盤で、遺構面下まで数力所の

I区

|

Ｏ

Ｏ
Ｏ”い。

０

０。

0 0
0

SX01

第 2図 遺構配置図
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トレンチを抜いた結果、D区に設定したトレンチ壁面でみた層序が最も基本的と思われる

ため、以下それを概説する。

第 1層 :灰ガリーブ色弱粘質土層。水田耕作土で層厚14cm。

第 2層 :にぶい黄色粘質土層。水田耕作土下層のマンガン堆積層である。層厚 3 Cm。

第 3層 :にぶい黄色粘質土層。旧耕作土層で層厚15Cmo A・ B区のこの層中では近世陶

磁器の出土が目立った。

第 4層 :にぶい黄色弱粘質土層。層厚10Cmの遺物包含層である。土師器・弥生土器を包

含する。

第 5層 :明黄褐色弱粘質土層。弥生時代～古墳時代の遺構面をもつ層で層厚25Cm。

第 6層 :明黄褐色弱粘質土層。第 5層 よりやや砂質をおびる。層厚10Cm。

第 7層 :黄褐色弱粘質土層。層厚15Cm。 無遺物層である。

第 8層 :黄褐色砂質シルト層。以下、この層が続く。無遺物層である。

2)検出遺構と出土遺物

今回の調査で検出された遺構には、 I区において竪穴式住居跡 4棟、集石土墳 1基 、溝

状遺構 1状のほか、I・ H区において土墳、ピット数基がある。以下、主な検出遺構と出

土遺物について概要を述べる。

住居跡 S BOI(第 3図 :図版 3)

I区西端のA区で検出された竪穴式住居跡である。遺構の大部分が調査区外に属し調査

不可能であったこと、また、調査区内においても住居跡S B02に 切られた状態にあり、全

容の検出には至らなかった。従って、規模・形態は不明あるが、 形態に関しては、検出

されな掘形ラインが直線を呈することから、隅丸方形かあるいは方形の住居跡と考えられ

る。住居跡の埋土は 6層に大別されるが、土層断面で見る限りでは安定した堆積状態はみ

られない。遺物は、後述する住居跡 S B03出土の甕と同タイプと思われるものの胴部破片

がごく少量出土したにすぎない。

住居跡S B02(第 3図 :図版 3)

A・ B区で検出された隅丸方形の竪穴式住居跡で、S B01を 切って構築されたものであ

る。本住居跡も調査区外に残され部分が多いため規模は不明であるが、壁コーナー際の床

面で検出された主柱穴と考えられるピット(Pit24)の規模からみて、少なくとも後述のS

B03と 同程度の規模をもつものと思われる。壁は約60度の傾斜で立ち上がり壁高74cmを測

る比較的遺存状態の良い住居跡である。床面壁沿いには最大幅18cm、 深さ5～ 10cmの周溝
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9.5m

10YR6/1 弱粘質土
10YR5/4 弱粘質土
2.5Y7/6 弱粘質土を含む
10YR5/3 弱粘質土
焼土を多量に含む
10YR5/4 粘質土
10YR5/4 弱粘質土
10YR5/4 砂質土
2.5Y6/4 弱粘質土
10YR5/4 弱粘質土
2.5Y5/3 弱粘質土
2.5Y5/2 弱粘質土
2.5Y5/3 弱粘質土
10YR5/4 砂質土
網目は焼土

0                    2m
‐

第 3図 SB01・ SBo2実測図

が検出された。この周溝は、住居跡を一巡するものかどうかは不明であるが、Pit24際 の壁

コーナー部分では明らかに途切れた状態を示す。住居跡内の埋土は、1層 ～4層が比較的安

定した堆積状態を示しており、床面および壁面付近では、4層 および 5層 中にブロック状の

混入土が看取される。 4層以下では炭化物と焼土粒の混入が目立ち、特に、床面直上にお

いて顕著となる。また、床面で炭化木材の断片が検出され、焼失家屋の可能性が強い。出

土遺物はいずれも個体復原には及ばない土器の細片に限定され、層単位での寡多はなくほ

ぼ均等な出土状態をみた。土器片は千点以上にのぼるが 、約 7割が甕の破片で S B03出土

の甕と同タイプに層するものである。ちなみに、これらの甕の破片の中に口縁部はほとん

ど認められない。

住居跡 S B03(第 4・ 5図 :図版 4～ 6・ 7・ 13)

C・ D区に位置する隅丸方形の竪穴式住居跡で、検出された部分は全体の北側約 3分の

1に すぎない。北西コーナー部はゆるやかに大きくカープを描き、一見隅丸方形住居 とは

思い難い様相を示すが北東コーナー部は隅丸の状態を明瞭に表わしており、一辺約6mの隅

既
~」
鉤 |
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高郊

1.にぶい黄褐色 10YR4/3 弱粘質土

2.にぶい黄色 2.5Y6/4 弱粘質土

3.オ リープ褐色 2.5Y4/3 弱粘質土

4.1と 淡黄色 2.5Y8/4 弱粘質土を合む

5.灰黄色   2.5Y7/2 弱粘質土

6.オ リープ褐色2.5Y4/6 弱粘質土

7.5と 黄橙色 10YR7/4 弱粘質上を含む

8.明黄褐色  2.5Y6/6 弱粘質土

9.オ リープ褐色 2.5Y4/4 弱粘質土

10.黄褐色   2.5Y5/4 弱粘質土

網目は炭化材

0                2m

第 4図  SB 03実測図

丸方形住居跡と想定される。壁高50～ 60Cmを 測る比較的遺存状態の良い住居跡で 、床面壁

沿いには断片的ではあるが周溝が検出された。床面には柱穴のほかに直径 5～ 10Cmの小穴

が多数検出され、また中央やや東寄 りの位置に炉跡が確認された。埋土は 8層 に大別され、

5層以下において炭化木材が多量に検出された。これらの炭化材は倒れ重なった状態が一

部窺われ、本住居が火災にあった際の柱のなれのはてと見受けられる。焼失家屋の良好な

検出例といえよう。

出土遺物には、甕 (1～ 4)、 鉢 (5)、 高不 (6・ 7)、 脚付小形壺 (8)な ど
がある。中でも、甕

(1・ 3)、 鉢、高不7な ど各種数点は、床面直上付近で炭化木材の下敷になった状態で検出さ

れており、火災直前までの生活を街彿させる。蒙 1は、球形に近い体部に「く」の字状に

外反する口縁部をもち、端部をつまみあげる。体部外面はハケ調整、内面は下部
。上部 2

段階のヘラ削りを施す。甕 2は 、倒卵形の体部をもち、かすかに平底を呈する。底部から

頸部にかけて一気にハケ調整を施 している。内面は下半分にヘラ削りを施 し、上半分は指

一軸
麦

０

ｐ

9.5m
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頭圧痕が顕著である。甕 3は体部外面に上 。中・下の 3段階のハケ調整を施す。内面は上

部に指頭圧痕を残すが、ヘラ削り等の調整は見られない。甕 4は 、やや胴長の小形の甕で、

ゆるやかに外反する口縁をもち、日縁先端はさらに外反する。先端部は角張 り、かすかに

つまみあげている。頸部外面にハケ調整の痕跡をかすかにとどめている。内面は口縁部に

ナデの痕跡が残るにとどまる。鉢 5は、丸底で体部は内彎ぎみに立ち上がる。体部外面は、

ヘラ削りのあと上半分にタタキを施 している。内面は底部に指頭圧痕が顕著であり、上半

分はナデ調整による。高杯

6は脚部を欠く。体部は内

彎ぎみに立ち上が り、椀形

を呈する。調整は内外面と

もナデのみである。高外 7

は、ソケット式の高杯の脚

部で 4孔をうがつ。

末端部はやや内向ぎみにつ

まみ出している。調整は内

第 5図  SB 03出土土器実測図
0                    10cm

9.4m

黄褐色   2.5Y5/4
にぶい黄色 2.5Y6/4

網目は炭化材

斜線は焼土

弱粘質土

弱粘質土

第 6図  SB 04実測図

×6)》 l
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外面ともにハケ調整で、外面は等間隔で放射線状に、内面は多方向に顕著に施す。脚付小

形壺 8は 、やや偏平な球形の体部をもち、脚部、口縁部を欠く。外面にハケ調整をわずか

にとどめる。

住居跡 S B04(第 6図 :図版 7)

E・ F区で検出された隅丸方形住居跡である。検出時の壁高は、わずか15cmを 残すのみ

で、後世の削平を受けたものと見られる。床面中央部に土墳状の浅い落ち込みが 4カ 所検

出された。Pit44は 埋土中に炭化材、焼土を含み炉l■ とも考えられる。周溝は明確に検出さ

れなかった。遺物は埋土中より土師器片が若千出土したにすぎない。

土績 S KO:(第 7・ 8図 :図 版 8)

I区で検出された土墳で、南北に主軸をもついびつな楕円形を呈する。気,径約 1.2m、

深さ25cmを 測り、長径は不明である。遺構はゆるやかな傾斜をもつ浅い掘 り込みで、西側

では段状に落ち込む。底部はフラットな面を形成する。埋土は 3層 に分層され、上層より

1.灰褐色弱粘質土、 2.黒褐色弱粘質土、3.に ぶい黄色弱粘質土となり炭化物を少量

含む。埋土上層、特に 1層 中には弥生土器片を混入して多量の河原石が人為的に集石する。

石材はF■岩の自然礫が主流を成し、砂岩・緑色片岩をまばらに含む。出土遺物は弥生土器の

′
0

'ヽ  Cl、

9´
 Q

の
ρヽ
、́
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0
ヽ ρ
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0                      1m

第 7図  SK 01実 測 図
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0          1 0an

第 8図  SK 01出土土器実測図・拓本

破片に限定される。 1～ 8は壺あるいは甕の底部である。本土墳出土遺物は壺 。褻の底部

が主流を占め、少量の胴部 、日縁部も出土したが接合不可能であった。これらの土器には、

体部外面の調整がハケ調整とヘラ磨きによるものがあり、内面はヘラ削りを施すものが若

千認められる (3)が 、ほとんどはナデ調整のみによるものである。胎土は多くが赤褐色

を呈 し、胎土中には駐岩粒を多量に含んでいる。10は壺胴部の破片であり、櫛描直線文と

櫛描波状文を交互に併用している。中期前半の所産である。9は高杯の脚部で、末端部への

広が りが抑制された形態を示す。外面ヘラ磨きが施されている。

土墳 S K07(第 9010図 :図版 9。 10014)

K区に位置する東西径約2.8mの大形の土墳である。完掘状態をみると、その平面プラン、

検出されたピット (Pit66・ Pit37)の 位置から、あたかも竪穴式住居跡を思わせる力、全体

の規模の小ささ、ピットの浅さなどから住居跡と考えるのには無理がある。遺構は段状に

浅い掘形を示し、東西両 1員 1に広いフラットな面をもつ。埋土は 8層 に分層され、下層部は

全体的にやや砂質味をおびる。遺物は 1層下層から 6・ 7層上層にかけて集中的に出土し

た。全て甕である。甕 1は 、器高23.5Cm、 回径21cmを 測る。如意状口縁をもち先端部にヘ

ラ状工具による刻み目を施す。体部外面は縦方向のハケ調整の後、口縁部直下に幅 3 cmに

およぶ13条の櫛描直線文を施 し、さらに下部には 6条 、 2条の櫛描波状文を施 した後、再

び 8条の櫛描直線文を施 している。内面は縦方向のナデ調整がなされ、口縁部に指頭圧痕

を残す。 2・ 3も 如意状口縁をもつ甕である。胴部上半から口縁部に至るラインは、1に

比べて直線的である。 2は体部外面にかすかな櫛描直線文の痕跡をとどめ、 3は縦方向の

ハケ調整のみである。ともに内面はナデ調整で、日縁先端部に刻み目は施されていない。
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9.5m
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1。 10Y R4/6

2.2.5Y5/2
3.10Y R
4。 2.5Y6/6
5。 10Y R5/4

6.10Y R5/6
7.10Y R4/4

8。 10Y R4/4

SK 07実測図

褐色弱粘質土

暗灰黄色弱粘質土

暗褐色弱粘質土

明黄褐色砂質土

にぶい黄褐色弱粘質土

黄褐色弱粘質土

褐色弱粘質土

褐色砂質土

0            10m

m/0                   1

第10図 sK 07出土土器実測図

溝状遺構 S D01(図 版11)

調査区に直行して F・ G・ H区 を南北方向に横切る溝である。検出部分で最大幅9,lm、

深さ 0.8mを 測る。東岸 1員 1は ゆるやかに落ち込むが 、西岸側は段をもったあと急激に落ち

込む。底部はフラットで溝断面は弓状を呈する。埋土は上層より、1.暗褐色弱粘質土、

2.赤褐色弱粘質土、3.褐色砂質土の安定した 3層に大別され、西岸立ち上がり部分で

o P66

@ @ p37

鰤

鮨
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は 3層以下に数種類の埋土が不安定に堆積する。

最下層部は砂質槌の堆積がみられ、本遺構が自

然河道である可能1生 も考えられる。遺物は 1・

2層および東岸際 3層上層部に集中的な出土を

みたが、出土数は決して多くない。 1層 中から

は前 (?)。 中期の土器片が数′点検出されたが、

溝本来の遺物とは考え難い。 1は 、底の深い半

球形の丸底の鉢である。体部外面は下部 3分の

2に 入念なヘラ削りが施されており、その痕跡

より鉄製のヘラ状工具を用いた可能性も考えら

れる。内面は底部に指頭圧痕を顕著にとどめる

が 、ヘラ削り等の痕跡は認められない。形はや

や粗雑な作 りで、口縁端部には指頭圧痕を明瞭

に残す。 2は 体部の立ち上がりが急峻で細身な

小形の鉢である。底部は体部形成後に粘土を貼

りつけて作 り出しており、やや偏平な丸底であ

る。外面は縦方向のハケ調整を施す。内面はナ

デのみである。 3は 、九底をもつ小形の甕で口

縁部がゆるやかに外反し、口縁先端部はやや角

張った状態のまま終わる。体部外面は縦方向の

ハケ調整であり、
′
内面はナデ調整痕と指頭圧痕

を残すのみである。 4は ,やや胴長の甕である。

1 0cm
ト ー ー ー ー +____コ

.

第‖図 sD 01出 土土器実測図

「く」の字状に外反し直線的にのびる口縁をもち 、 端部をかすかにつまみ上げている。底

部は平底を残している。体部外面は、下半分を中心に横方向のタタキ調整を施 した後、斜

め縦方向のハケ調整を行った痕跡が認められる:内面は、底部から縦方向のヘラ削りを顕

著に施 し、上部に至っては横方向のヘラ削りを加えている。日縁部直下内面には指押さえ

を施 している。胎土は、赤褐色を呈し堅緻に仕上がっている。

以上が I区におけるおもな検出遺構とそれに伴う出土遺物の概要であるが、その他に検

出された土墳・ピットはいずれも土器の小片をわずかに含むかあるいは無遺物の遺構であ

る。
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H区については、検出された遺構は前述の

とおり土墳・ピットに限定される。いずれも

遺物の出土量は乏しく、遺構・遺物に関して

特筆する事項がないというのが実情である。

ただ、P・ Q区で検出された方形プランを呈

すると思われる深さ約40cmの いびつな落ち込

み (S x01)か らは、弥生時代後期の鉢口

縁部が出土している。本調査区の遺構検出面

となる層は、砂利を若干混入し下層で砂質を
第12図 包含層出土土器実測図

おびるが、遺構検出のレベルは I区 とほぼ同

位置にあり、基本的には同一層序にあたる。

3.小   結

矢野遺跡は、弥生時代前期～歴史時代に至る複合集落遺跡であるが、国府変電所を中心

にこれまでに行われた調査の結果では、弥生時代中期～後期がその中心年代とされてい

る。今回の調査は、比較的少面積の発掘調査にもかかわらず、古墳時代初頭の土器を出土

する住居跡が 4軒検出され (I区 )、 当該期の集落の一端が明らかにされたことになる。

当該期の住辱跡は、 I区中央部を南北に縦断する S D01以東においては検出されておらず、

南西方向への集落の広がりが予想され、今後の調査が進むにつれて、中期～後期の集落の

中心部と古墳時代初頭の集落の中心部の位置関係が明らかにされよう。

弥生時代中期の遺構としては、遺物の出土量に乏しいが、S K01・ S K07が掲げられる。

S K07は 褻のみを出土した土墳で、中期前半の様相を示す甕 (第 7図 -1)が 出土してい

る。弥生時代前期に関 しては、県教委文化課による第 3次調査での前期前半の遺物の出

土例が報告されているが (註 3)、 遺構の検出については報告をみない。今回の調査にお

いても、 I区東端の L区において一部前期の包含層が確認され、前期後半に比定される遺

物の出土をみたが (第 12図 :図版14)、 遺構の検出には至らなかった。出土土器は頸部か

ら口縁部にかけてゆるやかに外反する形態を示す壺の口縁部で、頸部に12条 のヘラ描沈線

文をもつ。今後の調査で、前期前半にまで遡る遺構が検出される可能4生は十分にあると思

われる。

近年、国府変電所の北北束約 500mに位置する国府養護学校地区 (図版 1)に おいて、

県教委文化課による発掘調査が進められ、住居跡をはじめとする弥生時代中期後半頃の遺
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構が検出されている (矢野松木遺跡 )。 東西 2つの地区が同一集落に属するのかどうかと

いう問題も含めて、矢野遺跡の東方
への広が りを確認することiも 今後の調査に与えられる

課題のひとつである。

(註 )

註 1.徳島県教育委員会『徳島県遺跡目録』、徳島、1963年。

註 2.徳島県教育委員会『徳島県文化財調査概報』、徳島、1976年。

註 3.註 2に 同。

註 4.徳島県教育委員会『矢野遺跡 国府養護学校地区 現地説明会資料』徳島、1984年。.
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図
版
１

調査地点遠景 (後方 3階建物が国府養護学校) (西 より)

層序 (D区 トレンチ南壁 )



図
版
２
　
検
出
遺
構

H凶 lll眠  (皿→ご )

H凶畑叫

“

 (lB4→ お )



図
版
３
　
検
出
遺
構

SB 01, S B 02 検出状況

S B 01, S B 02 埋土土層断面
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図
版
４
　
検
出
遺
構

S B 03 炭化材検出状況

|||1魃
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